
 

  



 
 

 
 

 

 

冨取：皆さんこんにちは。理研ビタミンの冨取と申します。本日は、弊社 2022年度第 2四半期決

算説明会にご参加いただきまして、誠にありがとうございます。 

まず私のほうから、第 2四半期の業績についてご説明を申し上げます。 

  



 
 

 
 

 

 

まず、第 2四半期のポイントを 3点にまとめております。 

一つ目、価格改定と為替で増収でございます。原材料高騰を受けた価格改定を進めました。その結

果、全セグメントで売上高が増加をしております。連結売上高増加額 50億円のうち、15億円は為

替の影響となっております。 

二つ目、海外事業が利益を牽引し、海外事業においては計画を上回る価格改定が実現でき、営業利

益が大幅に上振れをいたしました。増収増益の反面、グループ会社全体で生産量は減少となってお

ります。 

三つ目、純利益は大幅に減少でございます。親会社株主に帰属する四半期純利益は、前期の連結除

外による特別利益 120億円の影響で、大幅に減少をしております。しかしながら、この昨年度の

特別利益はキャッシュを伴わない利益でございましたので、営業キャッシュフローについては、プ

ラスで着地をしております。 

 



 
 

 
 

 

 

第 2四半期業績について、ご説明を申し上げます。 

上の表が全体の前年度比較、下の表が連結を除外いたしました青島福生食品の赤字決算を除いた比

較表でございます。上の表では売上高、営業利益、経常利益まで大幅に増加をしております。営業

利益率においても 2ポイント上昇いたしまして、8.2ポイントとなっております。 

下の表では、赤字であった青島福生食品の決算を切り離した上での比較においても、表のとおり増

収増益となっております。 

 

 

 



 
 

 
 

 

 

営業利益の要因別増減につき記載をしております。 

こちらの比較については福生食品を除いた比較としております。今年度の増益が 5億 500万円に

なっております。増益要因といたしまして、売上高の増加に伴う限界利益がプラス 16億円。広告

宣伝費の減少でプラス 2億円。 

一方、減益要因といたしましては、エネルギーコスト等の増加が 6億円、物流コストの増加が 2億

円、その他、一般管理費等の増加で約 5億円、合わせまして 5億円の増益となっております。 



 
 

 
 

 

 

このページではセグメント別の業績につきご説明を申し上げます。 

まず、左側は売上高でございますが、価格改定の影響もございまして全体で増収となっておりま

す。しかしながら、国内食品事業では、記載のとおり、家庭用食品が減収となっております。これ

を業務用食品、加工食品用原料等の増収がカバーをし、国内食品全体では増収となりました。ま

た、国内化成品その他事業についても増収となっております。 

海外事業は、価格改定が効果的に進みましたこと、また為替の影響もありまして、大幅に増収とな

っております。記載している増減額プラス 38億円のうち、15億円は為替による影響でございま

す。 

右側、営業利益につきご説明をいたします。 

国内においては、食品、化成品ともに原材料の高騰をカバーしきれずに昨年度比減益となりまし

た。一方、海外改良剤は、価格改定の成果、また為替の影響もありまして前年度比大幅に増益とな

り、当社グループ全体の連結決算を増益に導いております。 



 
 

 
 

 

 

先ほどのページでご説明申し上げました、売上高・営業利益のセグメント別の増減を棒グラフで表

しております。 

売上高 54億円は、全セグメントで増収となっております。吹き出しをしておりますが、海外改良

剤は 15億円の為替の影響がございます。 

営業利益は 5億 500万円の増益ですが、表のとおり、国内食品、国内化成品は、減益となってい

る一方で、海外改良剤が大きく増益となりまして、全体を 5億円増益と導いております。 

  



 
 

 
 

 

 

セグメント別のポイントをご説明申し上げます。 

まず、国内食品事業でございますが、タイトルのとおり外食向け需要がやや回復、加工食品用の増

収要因は価格改定でございます。 

左上、昨年度との対比表をご覧ください。売上高は増収ながら利益は減益となってございます。 

右側、売上高の推移で、それぞれ 3部門につきご説明申し上げます。 

加工食品用原料等は、2020年コロナ禍より回復をしてきておりまして、今年度については価格改

定の結果、またヘルスケア事業が非常に好調で 124億 4,500万円を計上することができました。 

業務用食品は、コロナ禍で大きく 2020年度、減収となりましたが、ご存知のとおり外食産業等も

回復基調にございましてやや回復となっており、94億円となっております。 

一方、家庭用食品は、コロナ禍で巣ごもり需要もあり、2020年度 73億円と増収となりましたが、

コロナ禍も巣ごもりも一服し、また価格改定の影響もございまして 63億円と減収となってござい

ます。 



 
 

 
 

 

 

国内化成品その他事業と海外事業につきご説明を申し上げます。 

国内化成品は、表のとおり増収でございますが減益となってございます。特にその下、営業利益の

棒グラフをご覧ください。第 2Qについては、残念ながら営業損失となっています。 

その下のコメントについて、売上高は自動車産業をはじめ多くの業界で需要が低迷をしています。

自動車産業をはじめ、化粧品、住宅建設関係で需要が下がっております。売上高は、価格改定の影

響もあり増収となっておりますが、利益をカバーするには至らなかったということでございます。 

また、利益面、下のコメントでございます。化成品の製品を製造しています子会社の設備投資も一

部減価償却が膨らんだため、利益を下げております。 

右側、海外事業でございます。 

表のとおり、大幅に増収増益となっております。このうち為替の影響は、売上で 15億円、営業利

益面でプラス 2億円の影響がございます。販売数量は若干減ってございますが、価格改定と為替の

影響で大きく増収となりました。これにより営業利益も大幅に超過達成をしております。エリア別

では、北米の伸びが顕著になっております。 



 
 

 
 

 

 

こちらのページでは、営業外損益・特別損益のポイントについて申し上げます。 

昨年度 2021年度は関係会社出資金売却益、青島福生食品を売却したときの 120億円という大きな

特別利益がございました。この結果、四半期純利益については 171億円と非常に大きな金額を計

上しております。 

今年度は、このような大きな営業外や特別の損益がございませんでした。そのため、四半期純利益

については前年度比マイナス 140億円と非常に大きな減益となっています。しかしながら、1段目

の営業利益、また 4段目の経常利益は、表のとおり前年度を上回る結果を残すことができました。 



 
 

 
 

 

 

連結貸借対照表につきご説明いたします。 

左下、総資産は 1,059億 2,500万円で、前期末比で 32億円の増加となっております。そのうち、

下にありますとおり為替影響でプラス 20億円となっております。 

左上、資産を見ていただきますと、やはり原料高騰の影響がございます。棚卸資産、在庫が 24億

円増えております。また、いわゆる売掛債権についても 12億円増加しているということでござい

ます。 

一方、右側、純資産の部をご覧ください。まず弊社ではこの 5月、700万株の自己株式を消却いた

しました。この表には記載はしておりませんが、その結果として、この自己株消却の 121億円

が、利益剰余金からマイナスされ自己株式がプラスとなっております。純資産におきましては、期

間利益そして為替換算調整勘定、また 6月の株式の配当を除いた金額が増加され、純資産は 702

億 8,600万円ということで、700億円を超過するに至りました。 

また、自己資本比率についても 66.3%で、前期末比プラス 1.5ポイント上げることができました。 



 
 

 
 

 

 

最後に連結のキャッシュフロー計算書についてご説明を申し上げます。 

まず、四半期純利益については、先ほども申し上げましたとおり、前年度は大きな特別利益があ

り、大きな減益となっておりますが、実際この利益はキャッシュを伴っておりません。 

ですので、今年度、表を見ていただきますと、営業活動によるキャッシュフローについては 30億

9,800万円と前年度より 6億円増加しております。また、投資活動によるキャッシュフローを加え

ましたフリーキャッシュフローにつきましても、合わせて 18億円でこちらについても前年度を大

きく増加している次第でございます。 

以上、冨取より第 2四半期の業績につきご説明をさせていただきました。ありがとうございまし

た。 

  



 
 

 
 

 

 

山木：社長の山木でございます。それでは、私より通期の見通しについてご説明申し上げたいと思
います。 

  



 
 

 
 

 

 

まず、5月に公表した中長期ビジョンと中計の基本方針を、あらためてお示しします。 

当社が中長期で成長するために、現在進行中の中計では「ガバナンスの強化」「アジア・北米での

展開を加速」「国内の深掘りと新領域への挑戦」「サステナブル経営の推進」という四つの柱を掲

げております。 

中計方針の浸透のために、オンラインを活用した全従業員向けの説明会や、自由な意見交換会を行

っております。全従業員が中長期の目指すべき姿を共有し、共感して進むことが重要であると認識

しておりますので、中計基本方針の浸透と活発な議論を今後も社内で行っていくつもりでございま

す。 



 
 

 
 

 

 

さて、通期見通しのポイントをこちらにまとめてございます。 

上期の業績は海外事業の好調により予想を大きく上回りましたが、通期の連結業績予想は前回予想

を据え置いております。ただし、第 2四半期の状況を踏まえセグメントの内訳は一部修正いたしま

した。 

国内では、円安の影響もあり多くの原料価格が高止まりする見込みであり、また、エネルギー費の

コスト上昇が続くことも予想されます。下期も価格改定と不採算品目の見直しを継続して行ってま

いります。価格改定効果はタイムラグが発生しますので、今期全てをカバーすることは難しい見込

みでございます。 

しかし、環境変化は逆に見れば、当社の得意とするソリューション提案の出番でもあります。市場

や取引先の変化を見逃さず、新たな付加価値提案を積極的に推進していきたいと思っております。 

また、海外事業については、上期好調だったわけでございますが、下期は油脂相場の下落、また中

国の景気停滞など事業環境が大きく変わっております。地域ごとにきめ細かく環境の変化に対応し

ていきたいと思っております。 



 
 

 
 

 

 

こちらのページは通期の業績予想です。 

売上高 860億円、営業利益 57億円、当期純利益 47億円を見込んでおります。なお、為替の前提

は期初では 1ドル 116円としておりましたが、135円に変更しております。 

  



 
 

 
 

 

 

通期のセグメント別業績予想になります。 

国内食品事業と、国内化成品その他事業は、価格改定により増収になるもののコストアップを全て

カバーするにはタイムラグが発生しますため、減益を見込んでおります。 

海外は下期には伸び率が鈍化する見込みでございますが、通期でも増収増益を達成し海外事業の営

業利益としては過去最高を見込んでおります。  



 
 

 
 

 

 

セグメント別の売上と、営業利益の増減をまとめたグラフになります。 

今期は海外に頼りますが、来期以降の利益回復に向けて国内の価格改定をしっかり実行してまいり

たいと思っております。  



 
 

 
 

 

 

国内食品事業のポイントをご説明いたします。 

家庭用は上期に、素材力だしやわかめ製品の価格改定を行いました。巣ごもりの反動と生活防衛意

識の高まりから、スーパーでの買い上げの点数は落ちており、家庭用は減収になる見込みでござい

ます。しかし一方、新商品で、発売後大変好調な商品もございますので、この点に関しては期待し

ております。 

業務用と加工食品用原料等は、特に加工食品メーカー向けおよびコンビニエンスストア向けて当社

の幅広い商品群を提案し、成果が出てきております。 

食品・改良剤・ヘルスケアのそれぞれの製品を持つことは、当社の大きな強みとなっております。

既存領域にとどまらない製品提案で、国内市場をさらに深掘りしてまいりたいと思っております。 



 
 

 
 

 

 

こちらのページでは国内食品事業の価格改定の推移を示しました。 

改良剤は原材料コストの上昇にあわせ、2020年度から価格改定を実施しており、現在は第 4次の

改定を推進しております。家庭用商品と業務用商品は、価格改定の品目数が増えてきております。

今後も必要に応じて追加の価格改定を行うか検討してまいります。  



 
 

 
 

 

 

ここで家庭用の下期施策について、2点ご説明したいと思います。 

家庭用の新商品、「ふりかけるザクザクわかめ」でございますが、こちらは比較的価格が安定して

いる米飯市場をターゲットにした商品でございます。発売前の商談で大変評判が良く当初見込みを

大きく超えたために、発売を 1カ月ほどずらすことになってしまいました。しかし、現在既に当初

の年間見込みを超えた売上になっており、今後も伸びると予想されております。このように、今後

も当社の強みを生かした、市場のニーズに合った商品を開発していきたいと思っております。 

既存商品については、「素材力だし」シリーズの拡販に注力したいと思っております。本シリーズ

の最大の特徴は、食塩無添加であることです。発売後 20年以上経過しておりますが、商品コンセ

プトにおいて他社と明確な区別ができており、リピーターのお客様が多く安定した売上を誇ってお

ります。ただし、認知度がまだまだ低いと思っており、この秋に 8年ぶりとなるテレビ CMを行

いました。この商品はまだまだ伸ばせると思っております。 



 
 

 
 

 

 

次に、既存領域にとどまらない提案の事例について、ご紹介したいと思います。 

当社のヘルスケア部門が、医薬向けに使っているマイクロカプセル化の技術が、この度初めてポテ

トチップスのシーズニング（調味料）に採用されました。マイクロカプセルは「成分を閉じ込め

て、狙った条件で放出する」という特性を持っております。この性質を応用することで、ポテトチ

ップスの味が時間差で感じられるような表現が可能になることが、採用された決め手となりまし

た。 

当社は食品事業、改良剤事業、ヘルスケア事業という異なる事業を持っておりますが、それぞれの

分野で培ったスペシャルな技術を他の分野で展開することで、全く新しい価値を創造できると思っ

ております。その一例が、このマイクロカプセル化技術を応用したポテトチップス向けシーズニン

グになります。 



 
 

 
 

 

 

続いて、好調なヘルスケア分野についてご説明したいと思います。 

まず、ビタミン関係の製品については、プロテインにビタミンを添加して栄養バランスを整えた健

康飲料のような商品が市場で増えております。また、完全栄養食への関心も高まっております。当

社はビタミン Eのシェアが高いというほかに、ビタミンミックスの生産技術に強みを持っておりま

す。ビタミンミックスは安定的に利益を生み出せる分野と思っておりますので、今中計中にこのビ

タミンミックスの生産設備増強を織り込んでおります。 

また、クチナシの実から抽出するクロセチンが大変好調に推移しております。2018年に「睡眠&

アイケア」のエビデンスを取得して大きく伸長し、現在では多くのサプリメントに採用されており

ます。今後の拡大を見込んで増産体制の構築を検討しているところであります。 

ヘルスケアは、売上規模はさほど大きくはございませんが、差別化された製品による高い利益率が

期待できますので、今後とも経営資源を投下する価値のある分野だと思っております。 



 
 

 
 

 

 

次に、国内化成品その他事業と海外事業のポイントをご説明したいと思います。 

国内化成品とその他事業については、不採算品の整理を強く進めておりまして、来期以降の巻き返

しに向けた構造改革中でございます。下期には上期に妥結した価格改定の反映などにより、営業利

益率は回復していくと見込んでおります。 

海外事業は、非常に好調だった上期から事業環境が大きく変化しております。地域ごとに事情が異

なるため、地域に合った提案で利益確保を狙ってまいります。また、日本から出張がやっと可能に

なってきましたので、これまでなかなかできなかった技術者とお客様の直接的なコミュニケーショ

ンによって、当社の目指すべきスペシャリティ品の提案を拡大していきたいと思っております。 



 
 

 
 

 

 

当社海外事業では、主にマレーシア、そして天津、それに日本の工場で製造した改良剤を世界各地

に販売しております。また、北米ではポークエキスの工場を持っておりまして、主にアメリカ国内

のレストランにラーメンスープの原料をガラスープとして販売しております。 

下期の市場環境は厳しいわけでございますが、海外事業は中長期の成長ドライバーとして、さらに

注力してまいりたいと思っております。  



 
 

 
 

 

 

配当について、ご報告いたします。 

今期より配当方針を変更し、配当性向 30%以上を目安に配当を行うことを明確化しました。この

配当方針に基づき、期初に発表した年間 46円の配当予想については、現時点では変更しておりま

せん。  



 
 

 
 

 

 

最後に、ESGについてポイントをこちらのページにまとめてございます。 

政策保有株式は上期 5銘柄を売却いたしました。中計方針に基づいて今後も縮減を進めてまいりた

いと思っております。 

サステナビリティに関しては、昨年 11月に設置したサステナビリティ委員会を中心に、こちらに

掲げております取り組みを進めてまいりたいと思っております。 

短期的視点では、コストアップを打ち返すための価格改定が現在では最大の施策になりますが、中

長期での視点においては、原材料価格に左右されないスペシャリティな製品とサービスをさらに磨

いてまいりたいと思っております。 

  



 
 

 
 

 

 

これで、私の説明を終了いたします。ご清聴ありがとうございました。 

  



 
 

 
 

 

 

  



 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 


